平成１９年福井市消費者物価指数の動向
１  概況

　　平成１７年を１００とした平成１９年の総合指数は１００．１となり、対前年比０．２％の下落と、平成１６年から３年連続の上昇から下落に転じた。

　　また、生鮮食品を除く総合指数は１００．０となり、対前年比０．１％の下落と、
　平成１６年から３年連続の上昇から下落に転じた。

（１）近年の福井市消費者物価指数の推移（対前年比）
・平成１１年 ･･･ 前年に高騰した生鮮野菜の値下がりや電気・ガス代および工業製品の値下がりなどにより０．３％の下落
・平成１２年 ･･･ 生鮮食品の値下がりや家電製品や繊維製品などの工業製品の値下がりなどにより０．３％の下落
・平成１３～１５年 ･･･ 耐久消費財や工業製品の値下がりなどによりそれぞれ　　　　　　　　　 １．４％、１．７％、０．６％の下落
･平成１６～１８年 ･･･ パソコンや電化製品などの耐久消費財の値下がりがあっ　　　　　　　　たものの、原油価格の高騰による石油製品の値上がりな　　　　　　　　どによりそれぞれ０．４％、０．３％、０．３％の上昇
　　　・平成１９年 ･･･原油価格の高騰による石油製品の値上がりなどがあった

　　　　　　　　　　　ものの薄型テレビなどの教養娯楽用耐久財、白物家電な
　　　　　　　　　　　どの家庭用耐久財、室内装備品などの値下がりにより
　　　　　　　　　　　０．２％の下落
                                            （図１、表１）
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図１ 福井市消費者物価指数の推移
表１ 総合指数と対前年上昇率の推移
	
	
	
	
	
	平成１７年＝１００

	
	  福  井  市 ※
	全      国
	

	年
	総合指数
	 対 前 年
	総合指数
	 対 前 年
	           備              考

	
	
	上昇率（％）
	
	上昇率（％）
	

	昭和45年
	32.9 
	   －
	32.5 
	   －
	 

	46
	35.1 
	6.5 
	34.6 
	6.3 
	 ドルショック

	47
	37.4
	6.7 
	36.3 
	4.9 
	

	48
	41.9
	11.8 
	40.5 
	11.7 
	 第１次オイルショック

	49
	51.2
	22.3 
	49.9 
	23.2 
	 狂乱物価

	50
	57.1
	11.6 
	55.7 
	11.7 
	

	51
	62.5
	9.5 
	61.0 
	9.4 
	

	52
	67.1
	7.4 
	66.0 
	8.1 
	 第２次オイルショック

	53
	69.6
	3.7 
	68.8 
	4.2 
	

	54
	71.6
	3.0 
	71.3 
	3.7 
	

	55
	77.4
	8.0 
	76.9 
	7.7 
	

	56
	81.8
	5.7 
	80.6 
	4.9 
	

	57
	84.4
	3.2 
	82.9 
	2.8 
	

	58
	86.2
	1.9 
	84.4 
	1.9 
	

	59
	88.2
	2.4 
	86.3 
	2.3 
	

	60
	90.2
	2.3 
	88.1 
	2.0 
	 円高不況

	61
	90.6
	0.4 
	88.6 
	0.6 
	

	62
	90.7
	0.1 
	88.7 
	0.1 
	

	63
	91.0
	0.4 
	89.3 
	0.7 
	

	平成元年
	93.0
	2.2 
	91.3 
	2.3 
	 消費税導入（税率３％）

	2
	96.3
	3.5 
	94.1 
	3.1 
	

	3
	99.4
	3.3 
	97.3 
	3.3 
	 バブル崩壊

	4
	100.4
	1.0 
	98.9 
	1.6 
	

	5
	101.3
	0.9 
	100.2 
	1.3 
	

	6
	101.7
	0.4 
	100.8 
	0.7 
	

	7
	101.3
	-0.4 
	100.7 
	-0.1 
	 

	8
	100.7
	-0.6 
	100.8 
	0.1 
	

	9
	102.4
	1.7 
	102.7 
	1.8 
	 消費税率３％から５％に引上げ

	10
	103.7
	1.3 
	103.3 
	0.6 
	 天候不順による生鮮野菜の高騰

	11
	103.4
	-0.3 
	103.0 
	-0.3 
	 生鮮野菜や家電製品の下落

	12
	103.1
	-0.3
	102.2
	-0.7
	 生鮮食品や工業製品(家電、繊維)の下落

	13
	101.6
	-1.4 
	101.5 
	-0.7 
	 パソコン等の教養娯楽、衣料の下落

	14
	99.9
	-1.7
	100.6
	-0.9
	 パソコン等の教養娯楽、家具・家事用品の下落

	15

16

17

18
19
	99.3

99.7

100.0

100.3
100.1
	-0.6

0.4

0.3

0.3
-0.2
	100.3

100.3

100.0

100.3

100.3
	-0.3

0.0

-0.3

0.3

0.0
	　パソコン等の教養娯楽、家庭用耐久財の下落

　原油高騰による石油製品の上昇

　原油高騰による石油製品の上昇

　原油高騰による石油製品の上昇

　パソコン等の教養娯楽、家庭用耐久財の下落


※平成17年報までは福井県の指数を掲載していましたが、平成18年報からは福井市の指数を掲載して　

います。

（2） 平成１９年の月別の指数の動き

　総合指数の動きを前年同月比でみると、１月から１０月は９月を除きマイナスで推移したが、１１月（＋）０．１％１２月（＋）０．３％とプラスに転じた。
　また、中分類指数の上昇、下落の大きなものをみると、年間を通じて教養娯楽用耐久財、家庭用耐久財が大きくマイナスで推移し、洋服、生鮮果物はプラスで推移している。灯油や自動車等関係費は、原油価格の高騰により、１１月から大きく上昇した。　　　　　　　　　　　　（図２，３、表２）
[image: image1.emf]図３　中分類指数の主な項目の月別対前年比上昇率の推移
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	表２　月別の総合指数等の推移

	
	
	
	
	平成１７年＝１００

	　
	総合指数
	対前月比
（％）
	対前年同月比
（％）
	対前年同月との比較（主な項目）

	１月
	100.2 
	0.0 
	-0.1 
	上昇…生鮮果物・洋服
下落…教養娯楽用耐久財・生鮮野菜

	２月
	99.7 
	-0.5 
	-0.3 
	上昇…洋服・生鮮果物
下落…教養娯楽用耐久財・家庭用耐久財

	３月
	99.5 
	-0.2 
	-0.3 
	上昇…生鮮果物・洋服
下落…教養娯楽用耐久財・家庭用耐久財

	４月
	100.3 
	0.8 
	-0.4 
	上昇…洋服・生鮮果物
下落…教養娯楽用耐久財・室内装備品

	５月
	99.8 
	-0.5 
	-0.3 
	上昇…洋服・肉類
下落…教養娯楽用耐久財・室内装備品

	６月
	99.9 
	0.1 
	-0.4 
	上昇…洋服・肉類
下落…教養娯楽用耐久財・室内装備品

	７月
	100.4 
	0.5 
	-0.1 
	上昇…洋服・シャツ・セーター類
下落…教養娯楽用耐久財・室内装備品

	８月
	100.4 
	0.0 
	-0.4 
	上昇…洋服・肉類
下落…教養娯楽用耐久財・室内装備品

	９月
	100.5 
	0.1 
	0.0 
	上昇…洋服・生鮮果物
下落…教養娯楽用耐久財・室内装備品

	１０月
	100.4 
	-0.1 
	-0.1 
	上昇…生鮮果物・洋服
下落…教養娯楽用耐久財・室内装備品

	１１月
	100.4 
	0.0 
	0.1 
	上昇…灯油・生鮮野菜
下落…室内装備品・教養娯楽用耐久財

	１２月
	100.5 
	0.1 
	0.3 
	上昇…灯油・寝具類
下落…教養娯楽用耐久財・室内装備品

	
	
	
	
	


（3） １０大費目別指数の動き

　　

　　ア　１０大費目別指数の動き（前年比）

· 食　　料 ･･･ ０．８％の上昇

→ 肉類や果物等の価格が値上がりしたため

· 住　　居 ･･･ １．５％の下落

· 光熱水道 ･･･ ０．１％の上昇

→ ガス代が値上がりしたため

· 家具家事用品  ･･･ ４．９％の下落
→ 白物家電が値下がりしたため。
· 被服履物 ･･･ ６．０％の上昇
→ 洋服などの衣料が値上がりしたため。
· 保健医療 ･･･ 同水準
· 交通通信 ･･･ ０．１％の下落
→ ガソリンの値上がりにより自動車関係費は値上がりしたが、携帯電話の通信料金が値下がりしたため
・ 教　　育 ･･･ ０．５％の上昇
· 教養娯楽 ･･･ ２．２％の下落

　　　　　　　　→ 教養娯楽用耐久財が値下がりしたため

· 諸 雑 費 ･･･ ０．７％の上昇
　　　　　　　　→ 平成１８年７月にたばこ税が引き上げられたため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図４）
図４　１０大費目別指数の対前年上昇率


[image: image2.emf]▲ 6.0

▲ 4.0

▲ 2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

総

合

食

料

住

居

光

熱

水

道

家

具

家

事

・

用

品

被

服

履

物

保

健

医

療

交

通

通

信

教

育

教

養

娯

楽

諸

雑

費


イ　１０大費目別寄与度
　　　　総合指数の対前年上昇率０．２％の下落に対する１０大費目別寄与度をみると、食料が０．２１％、被服履物が０．２７％とプラスに寄与したものの、住居が▲０．３７％、家具家事・用品▲０．１６％、教養娯楽が▲０．２４％とマイナスに寄与している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図５）
図５　総合指数の１０大費目別寄与度
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＊ 各費目のウエイトはＰ２４を参照
＊「寄与度」とは、あるデータ全体の変化に対して、その構成要素である個々のデータの変化がどのように貢献しているかを示す指標である。
　　　　具体的には、総合指数の構成要素（１０大費目）の増減が、全体の伸び率（０．２％）を何ポイント（％表示）押し上げ（押し下げ）ているかを示すもので、各寄与度の合計が全体の伸び率と一致する。
〔寄与度の計算方法〕
　　　　　例：食料
	寄与度　＝
	
	食料のウエイト

	
	（19年の食料の指数－18年の食料の指数）×
	総合のウエイト

	
	18年の総合指数
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図２　平成１９年月別の指数の動き
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